千葉大学真菌センターニュース 第3号 by 千葉大学真菌医学研究センター & Reaserch Center for Pathogenic Fung and Microbial Toxicoses, Chiba University
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年3 月1 0
は ･ じ ･ め ･ に
セン ター 二 ユ ー ス 3 号をお届 けします｡ 喜菌感染分野の宮治 言成
教授の退官に伴い選考が進められていた後任教授として ､ 亀井克彦
が就任しました. また ､ 系統 ･ 化学分野の助教授に日月治製菓(樵) 微
生物資源研究所の矢口貴志が着任しました o
前号で ､ 文部科学省の科学技術振興調整費 ｢病原莫菌 ･ 放線菌の
遺伝資源の国際的拠点形成のため の基盤整備+ が認め られた ことを
報告しましたが ､ 15年度が最終年度であることから､ その研究成果
の公開を目的とした国際シンポジウムが平成1 5年の1 1 月21 日と2 2
日の両日に涯リ､ 持田製薬ルークホールで開催されましたo
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主な病原真菌 の 集 落
今年度の 4月から国立大学が独法化しますが､ それに伴い真菌センタ ー も新しい体制に移行するこ とから､ 外部の有
識者によるセンターの業績評価に関する会議が平成1 6年の1月3 0日 (外国人による評価会議) と2 月3 日(日本人に
よる評価会議) に開催されました ｡
｢ 目で見る真菌と真菌症+ シリ ー ズの本号の トピッ クス は､ 真菌症の原因菌の中で ､ 最も問題 とな っ て いる病原酵母
力ン ジグ ･ アルピ力ンス(Ca ndida albic
-
a n s)に焦点をあてて､ その ｢ゲノミクス+ と ｢骨格構造+ につ いて詔介しますo
力ン ジ夕 ･ アルピ力ンス のゲノム解析はすでに終了しています｡ ゲノミクスとはどのようなものか ､ こ の酵母のゲノム
解析を例にあげて説明 し､ さらにその解析結果がどのように将来役立 つ かを紹介します.
力ン ジ夕 ･ アル ピ力ンス は感染のための巧妙なからくリ､ すなわちヒ卜体内では異在 つ た形態に変化するなどの能力
(あたかも ｢骨+ を持つ て いる生物の ように行動する力) を持ちヒ卜の 体内に侵入 して 感染を起こ します ｡ その 侵入に
伴う形態変化 を､ 力ンジグ ･ アル ピ力ンスの ｢骨+ の変化として捕らえ､ その変化を種々 の蛍光色素を用いて解析した
系吉果を紹介します｡
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1) 教授および助教授の採用
真菌感染分野の宮治 誠教授の退官に伴う後任教授に系統 ･ 化学分野の亀井克彦助教授が. 平成15年4月1日
に着任 o また､
■
系統 ･ 化学分野の後任の助教授として ､ 明治製菓(樵) 微生物資源研究所の矢口責志次席研究昌が
8月1日付けで着任｡
2) 活性応讐分野および生態分野客員教授の採用
平成15年度の活性応苦分野の客員教授としては横浜市立大学医学部細菌学講座の川本 進講師が､ また生鮮分
野の外国人客員教授としてはブラジルの 力ンビ ー ナス大学の医学部感染症科の マ リア L ルイザ ･ モ レ ツテ イ ･
ブランキ ー 二 教授が平成1 5年の 8月1日に着任､ 1 2月3 日に帰国｡
3) 国際シンポジウムの開催
文部科学省の科学技術振興調整費 r 病原真菌･ 放線菌の遺伝資源の国際的拠点形成のための 基盤整備+ の成果
発表の公開を目的とした国際シンポジウム を持田製薬ル ー クホ ー ルで開催｡
4) セ ンタ ー の業績に関する外部評価委員会
セ ンタ ー の研究業績評価会議が日本およぴ海外の学識経厳暑を招嘱して開催｡
真南資源開発分野
＼
∴し
真蘭 資 源 国発 分 野 と 生態 分 野 の ス タ ッ フ
本研究分野は真菌医学研究セ ンターの第5番目の分野として
平成1 3年度に新設されま した ｡ 本分野は本セ ンターで収集し
て い る病原真菌の遺伝子構造ならびに機能を研究し､ そ の成果
を喜菌症の診断､ 治療､ 予防ヘ と応用し､ さ らには医薬の開発
に繋げる こ とを目的として います｡ ヒ卜の ゲノム(全遺伝情報)
解言売結果の公表から既に3年が経過し､ 菌類に ついてもヒ卜と
関わりの深い菌種につ いてゲノム解読が進んで います｡ そ して
新規遺伝子のク ロー ニ ンク､ 機能解析も急速に進展し､ 多くの
情報が蓄積されて います｡
菌類は御承知のように､ 食品や医薬品製造の主役を果たす貴
重な生物資源です｡ しか し､ 真菌感染症を引き起こす菌種もあ
ります ｡ 菌類には こ の ように､ 善玉 と悪玉がいるわけですが､
そ のメカ ニ ズムも遺伝情報として次第に日月らかにされて きて い
ますo 我 々 は悪玉の ぺ - ル を - つ 一 つ 剥がそ うと次の よう在研
究課題に取り組んで いますD
真菌症原因薗の同定 ･ 診断に つ い て は遺伝子 の塩基配列を茎
に した精度の高い ､ 迅速な方法を公表して いますが､ さらにそ
れらの方法を臨床検体 へ即応させるための開発研究を行 っ て い
ます o
病原 因子の特定は真菌症を治す点で非常に重要な研究ですの
で ､ 関連が予想される新規の 遺伝子を取り出し､ 構造を決め ､
その機能に つ い て研究して います｡
真菌症の治療薬は質的に不十分で良い治療薬の開発が求め ら
れて います ｡ ヒトと菌類は共に真核生物であるため ､ 細胞の構
造 ､ 機台引こも共通性が高く菌類だけに効く物質の発見は容易で
はありません｡ そ こ で菌類に特異的な構造体である細胞壁合成
系に作用する物質をターゲットにした菌類の代謝産物を探索し
て いますD
菌類は前記 のように生物資源として重要でありますが､ 生物
多様性条約の締結により世界各国はそ の確保に躍起とな つ て お
り､ 委詔などは非常に困難になりました . 国際共同研究は本セ
ンターの活動で特に高い評価を得て いるものですので ､ そ の活
動を一層活性化し､ 責源確保を目的にプロ ジ ェ クトの 充実を計
つ て います (真菌資源開発分野教授､ 福島和宣)0
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平成15年に開催した千葉大学真菌医学研究セ ンタ ー 主催の国際シンポジウムにつ いて
平成1 3年度に文部科学省の科学技術振興調整費の プロ ジ 工
ク卜 ｢病原真菌 ･ 放線菌の遺伝資源の国際的拠点形成のため の
基盤整備+ が認められ､ その成果の公開を目的に国際シンポジ
ウム 『病原微生物遺伝資源の先導的研究と収集 ･ 保存 . 公開』
｢Fro ntie｢Studies a nd lnte｢n atio n al Netw o ｢king of Ge n etic
Res o urc e sin Pathoge nic M icro orga nis m s+ を平成1 5年1 1月
21
,
22日の両日に持田製薬の ルークホールで開催しました｡
本シ ンポジウ ムは . i)文部科学省科学技術振興調整責 ｢病原
真菌 ･ 放線菌の遺伝資源の国際的拠点形成のための基盤整備+､
ii)文部科学省ナ シ ョ ナル バイオリ ソース プロジ ェ クト ｢参加
機関 :☆千葉大学真菌医学研究センタ ー (中核機関)☆大阪大
学微生物病研究所☆東京大学医科学研究所☆岐阜大学医学部☆
長崎大学熱帯医学研究所☆理化学研究所☆国立遺伝学研究所+､
およぴ iii) 文部科学省平成15年度国際シンポジウ ム開催笹責
の助成により行われました｡ さらに感染症研究施設四大学連絡
会議(☆九州大学生体防御研☆長崎大学熱研☆琉球大学遺伝子
実験セ ンター☆千葉大学真菌セ ンタ )ーの共催により開催しま
した ｡
シ ンポジウム の 目的と内容
感染症の診断 ･ 予防 ･ 治療､ さ らには病原性国子の解析には ､
分離源､ 患者の正確な情報､ さ らには菌株の遺伝子情報を備え
た標準となる病原菌株の使用が必須です｡ 生物の生育域内保存
をはかり権利を守るため､ 各国は生物資源の固い込みを進めて
おり ､ 日本におい ても病原微生物の収集と保存の重要性が益 々
高ま つ て いますD 本シンポジウム で は病原微生物につ いて ､ そ
の収集､ 保存､ さらには､ 国際的な供給体制に つ い て ､ より適
正な体制を構築することを目的に､ 米国およぴ ∃一口 ツ パ の第
一線の研究者を招待して討論を行ないました ｡ 米国微生物学会
の昨年度の会長､ さ らには世界菌株保存連盟(W F CC)の会長等
を招待した シ ンポジウムでは ､ 感染症の 研究における病原性菌
の フリーな交換の重要性の確言臥 さらには教育用菌株の病原性
ラ ンク の引き下げ等の問題点の指摘があリ､ 世界的な立場に立
つた取リ組みの必要性が指摘されました o バ イオテ ロ に用 い ら
れる病原体は ､ 遺伝子操作等によりさらに巧妙にカモ フ ラージ
ュ される可能性もあり､ 本シ ンポジウ ム で は世界の保存機関に
おける最新の バイオテ ロ対策に つ い て の意見交換がありま し
たo 病原微生物のゲノム 解析は1 0 0種以上の病原微生物株で終
組織委員会
要員長
西村和子
委 員
上原至雅
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了 して いますが､ 進行中の病原真菌の ゲノム解析結果の発表や
その 医薬開発 ヘ の重要性が指摘されま した｡ 感染症で は､ 新し
い手法を取リ入れた最先端の研究や､ エ イズ患者に多発する感
染症ヘ の対処法などの研究成果が報告されました｡ 病原微生物
は､ 病原性との関連で強し､生 榔副生を有して いる可能性が高い
ことから､ 新しい医薬の探索原としての開発+犬況や環境浄化に
おける微生物応用ヘ の新しい展開等が報告されました｡
世界的には多くの国々 で 貧困 ､ 栄養失調､ さらには エ イズ患
者の増加などに伴い ､ 感染症が増加して経済的な損失に通じる
等､ 憂慮す べ き段階に来て います ｡ 今､ 新たな感染症の克服の
ために､ 原因菌株の収集 ･ 保存を行なわ在ければ､ こ れらの微
生物L3:5肖失し､ 新しい治療法の開発は遅れ､ 新 しい感染症の 対
策が難しくなリます｡ また ､ 有効な バイオテ ロ対策の世界的な
レベ ル で の討論が必要です ｡ さ らに国ごと に其 々 の思惑で進め
られて いる病原微生物のゲノム解析薗株の選定やそ のゲノ ム解
析情報の交換は､ 相互の研究の進展に重要 です｡ 米国と ∃一口
ッ パ の研究者間の バイオテ ロ対策に対する考え方には違いがあ
リ､ 今後さらに世界的な意見の合意を図る必要がありますo
顧 問
(千葉大学教授)
(国立感染症研究所部長)
(岐阜大学教授)
(筑波大学教授)
(長崎大学教授)
(独立行政法人理化学研究所
環境分子生物学研究室主任研究鼻)
(東京大学教授)
(岡山大学教授)
(国立遺伝学研究所教授)
木内政寛 (千葉大学名誉教授)
宮治 誠 (千葉大学名誉教授)
鈴木健一朗 (独立行政法人
製品評価技術基盤機構生物遺伝責源センター長)
瀧口正樹 (千葉大学教授)
竹内 勤 (慶応大学教授)
竹尾漢治 (千葉大学教授)
野EEl公債(千葉大学教摂)
長谷))鷹彦 (日本大学教授)
丹/}1修身
福島和異
本田武司
三上 裏
山口英世
渡辺 武
渡辺 信
(財団法人かずさD N A 研究所主席研究昌)
(千葉大学教授)
(大阪大学教授)
(千葉大学教授)
(帝京大学教授)
(九州大学教授)
(独立法人国立環境研究所教授)
EricR. Dab bs
(Profess or. Univ ersity ofthe W itw atersrand, So uth Afric a)
実行委員会
委員長
三上 裏
委 員
伊藤恵美子
宇野 潤
大荒田素子
栗田啓幸
五ノ井 透
佐野文子
ラ看水公徳
田口英昭
田中玲子
知花博治
矢口貴志
山口正視
横山耕治
国際 シ ン ポ ジ ウム で の 討論風 宗
本シンポジウムは4つのセ ツ シ∃ ンからなリ ､ アメリカ微生物学会 会長Ro n ald Atla s教授を始めとして
国内外の著名な以下の研究者を招碍しました o
Se s sio n1:Cultur eCorre ctio n a nd its Bio safety
･ Haru oWatan abe (NILD, Tokyo)
･ Ro n aJd Atla s(Preside ntofASM . Unh/. of Lo uisvtlle, USA)
I Je a nSwings(Preside ntof W F C C. G hent Univ. , Belgiu m)
･ Takayuki Ezaki(G 札JUniv .)
･ Ver aW eihs(D S M乙 Germ a ny)
･ Hide aki SugawaTa 臥 Kazuko Nishim ura
(NIG, Shizu oka a nd RCIP F M T, ChibaUniv,)
Session 2:Re(: ent Progre s sinthe Studie s of lnfe ctio u sD is e a se s
I Maria LuizaM oretti Bran chini(UNICA M P. Brazil)
･ Gad Fra nkel(lmperial Coll. of S T M, U K)
･ Em a n u el Han ski(HebrewUniv . ,lsra el)
･ So m chai Jo ngw utiw esa Hiroji Kanbara
(ChuEaJongkorn Unh/. . ThaiLand and NagasakjUniv .)
･ Kats uhiko Ka m ei(RC-P F M T, Chiba Univ .)
Se s sion 3:M icrobiarGe nomic s
･ Be r n a rd Dujo n(ln stitu Paste ur, Franc e)
･ W ilria mE. Goldm a n(W ashingto nUniv. , U S A)
･ Tets uya Hayashi(M iya z aki Med. Coll.)
･ Pete T, Mage e(Univ. of M in n es ota. U S A)
･ HirojiChiban a(RC-P F M T, C h 他a Univ.)
Se ssion 4:Fu nction al M icrobiolog y, Dive rsity,
Re m ediatio n a nd Re s o urc e sforDrugs
I +a m esM . Tiedje(M ichiga nState Univ. , U S A)
･ An a ndaChakrabarty(Univ. of Jllhois, U SA)
･ Erie R. Dab bs(Univ . of W itw atersra nd. So uth Africa)
･ To shiaki Kudo(F!lK E N. Saita m a)
･ Yu z u r uM ika mi(R C-PF M T, C hiba Univ.)
毛 ILL
第3回千葉大学真菌医学研究セ ンタ ー 外部評価
大学や研究所では ､ 常に活発在活動を維持するこ とが求めら
れて います｡ 一大学の外部評価+ とは ､ こ の よう在活動の レ ベ
ルを外部の専門家に依頼してチ ェ ッ クする こ とで ､ 日本では こ
れを定期的に行うことになつ て います｡ 当センターで はす で に
19 9 5年と19 9 9年外部評価を行 つ て い ます｡ こ のたび第3回
目の外部評価を行うこ とになり､ 昨年から資料作成などの準備
を進めて ､ 先日､ 外部評価委員会を開催しました｡
評価委員会は､ まず､ 外国人評価委員による委員会 (1 月
3 0日開催)､ 続い て日本人評価委員会によ る委員会 (2 月3日
開催) と､ 2回にわけて当セ ンターで開催されました｡ いずれ
も､ まずセ ンタ ー 教官から研究､ 教育､ 社会貢献などを中心 と
した活動状況の報告があり ､ 引き続き評価重量を中心に活発な
討議が行われました｡
現在､ 各委員による評価報告 (レポー卜) を作成中で すが､
これらの報告は評価委員長の総括を経た後､ 印刷 ･ 製本されて
報告書の形にまとめられます｡ こ の報告書は ､ 文部科学省を始
め ､ 主立 っ た大学､ 研究所に配布されますが､ 当セ ンターのホ
ーム ペ ージにも掲載する予定です｡
なお､ 評価委員の顔ぶれは右記の通りです. いずれも国内外
を代表する専門家/識者の方々 ですo
セ ン タ
ー で の 評価委員 会 と 要員会後の 懇親会で の 風景
日本人評価委員 (5 0音順､ 敬称略)
青木克己 :
5=崎孝行 :
丹羽修身 :
長谷川篇彦
畑井喜司雄
五十嵐一編
長崎大学熱帯医学研究所所長､ 教授
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真菌と真菌症シT) - ズ ⑧
カンジダ ･ ゲノミクス
カ ン ジグは免疫力の 低下した患者に重 い感染症を起
こす真菌ですo 私たちはカ ン ジグの病原性の解明と優
れた抗其菌薬の 開発を目的と してカ ンジダ ･ ゲノ ミク
スを進めてい ます｡
E5)酵母菌と力 踊 っ て 同じ仲間?
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や味噌を つ くる のに必要な麹菌や最近ア レギーの原因として 問
題にな つ て いるのは力ピ (菌)ですが､ 実‾はどれも同じ真菌の
仲間です o 細胞が一個ずつ独立 して 増殖で きる真菌が酵母菌で ､
糸〕犬あるいは枝状に細胞が繋がっ たものは力ピ (菌)と一般的
に呼ばれていますo 力 ン ジグは酵母菌にも力 ビ (菌)にも変身
できる真菌ですo
E5]- ジグって恐 い真菌?
医]
力ン ジ夕は半数以上の人の皮膚や口 ､ 腸 の中に潜んでい
ますが､ 通常は無害で全く問題にはなりません o しか し
抗がん剤治療や免疫抑制剤を投与された患者や エ イズ患者など
磨茎感夢
免疫力が極端に低下した患者に対して月市や消化器官の粘膜から
侵入し､ さ らに血テ夜や肝臓､ 腎臓等の臓器 へ感染症を起こ し重
症化や難治化を起こす恐 い 真菌でもあります. 真菌は分類学的
に植物や粘菌(ア メ ー バ)よりもむしろ動物に近 い生き物です o
そ のため真菌を殺して しまうような物質のほとんどが人に対し
て毒性があり､ 抗真菌薬の 開発は難しい状況にありますo 私た
ちは毒性のない優れた抗真薗薬を開発するためにはカ ンジグと
人と の違いを深く理解しなければ在らないと考え ､ カ ン ジグの
ゲノミク ス (ゲノ ム解析) を開始しました｡
匡トノム つ て 何ですかo
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クレオチ ドはそれぞれ1個の糖､ リ ン酸､ 塩基 で 構成されて い
ます｡ 塩基にはATG C のア ル フ ァ ベ ットで表言己される4種類が
あるの でD N A を構成する ヌ ク レオチ ドも4種類あります ｡
D N Aの長さは ヌク レオチド1個に射し1塩基と表します｡ 細
胞中の 全D N Aの こ とをゲノム と呼ん で います｡ ゲノ ム のサイ
ズは人だ と約3 0億塩基､ 宍菌だ と1千万 - 5千万塩基です｡
生き物が生きて行くために必要な情報力す べ て ゲノムの中に保
存されて います｡
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図1 ゲ ノ ミクス と は網 羅 的 に 遺 伝 子 を解 析 する こ と
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列の決定を出発点とし､ 生命現象に関わる分子や遺伝子を網羅
的に収集し系統的に整理 し､ そ の 生命現象を理解する研究ア プ
ローチの こ とを言い ます ｡ D N A は数百か ら数万 の ヌ クレオチ
ドを一括りにして 遺伝子とい う単位を帯成して いますo ゲ ノム
の中には こ の遺伝子がちリばめられています｡ ゲノ ム に含まれ
る遺伝子数は人間だと3 万個以上 ､ 真菌だと5干 - 1 万個と推
測されて います｡ 遺伝子は DN A か らR N A という青写真のよう
な物質にコ ピーされます｡ そ の青写真には アミノ酸の種類と順
番が善かれて いて ､ その毒写真に従 つ て 細胞の中でタ ン パ ク賃
がつ くられますo タ ン パ ク要は別のタ ン パ ク質や炭水化物､ 脂
肪､ ビタミ ン ､ ミネラルなどを利用 して 新しい細胞を つくリ､
細胞の修復や模様替え ､ 細胞外部環境との応害などを行なつ て
います｡ 現在で は全R N A を解析する トラ ン スクリフトミク ス ､
全タ ン パ ク賃を解析するプロテオミク ス ､ 細胞の全代謝産物を
麻析するメタボロミクスなど様々 なゲノミク ス が誕生して いま
す｡
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ネソ 夕大学と千葉大学真菌医学研究セ ン ターの共同作業によ
リ､ ドラ フ トシ ー クエ ン ス (9 9.9 % の精度) が20 03年に完成
しました｡ ドラ フ トシーク エ ン ス の結果から力 ン ジグの遺伝子
は約6干と推測することは で きましたが､ 各遺伝子の機能や感
染におい て どの ように関わるかは これからの 研究課題です｡ そ
こ で私たちは1遺伝子に対 して 1個ず つ 遺伝子発現制御装置
(人為誘導型プロモータ ー)を挿入した遺伝子組換え力 ンジグを
構築して いますo 前述の ように生命現象はD N A->R N A->タン
パ ク蛋の流れを基本に して い ます D 組換え力 ン ジグを使えば
D N A->R N Aの進行を研究者が自由にコ ントロール で きる の で 1
個の遺伝子が､ ある 生命現象にどの ように関係する の か調 べ る
こ とが出来ます｡ こ の作業を6千の遺伝子に対して行なう こ と
によリ､ 力 ン ジグの感染現象をゲノ ム レ ベ ルで 理解する ことが
出来ます｡ そ の結果 ､ 抗真菌薬の標的にJS､さわしい分子や遺伝
子を調 べ る こ とが可能になりますo あるいは既に存在する 抗真
菌活性の ある物質が力ンジグにど のように作用するか調 べ る こ
とも出来ます ｡ それらの結果に基づ い て 私たちは人に対 して 副
作用のない良質の抗真南薬の 開発を進めて いきます.
(高分子 活性分野 知花情話)
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図2 カン ジグ ･ ゲノ ミ クス の 流れ
カ ビの肯
カピ (其菌)に骨があるの ? と不思議に思われる
かもしれませ ん . 真南に は い わゆる骨はありませ ん o
で も､ 形があり､ 親から子 へ と似た形を受け継い で い
ます ｡ こ の裏菌の 形は細胞壁 に よ っ て 保たれており､
明らか に遺伝して い ます｡ で は､ 種に特有な形をつ く
る仕組み はどうなっ て い るの で しょ う? この 仕組み
に つ いて はまだ十分わか っ て い ませんが ､ 多くの 研究
者が興味を持 っ て い るテ ー マ の 一 つ で す｡ また ､ 真菌
が宿主 に感染した場合に , 形を変える真南が い て ､ 二
形怪異菌とよばれ, こ の 形啓変換能力は病原性を示す
一
つ の要素と考えられます｡
国 1 血 清を含 む培地 で 37℃ 培養中の 菌糸形 の 蛍光顕 微鏡写 真
(FITC
,
DAP l, ロ ー ダ ミ ン に よ る 3 垂染色)
劫団◎告 旬 &I,il
匡!雛 の骨のように見えるも の は何ですか?
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図2 菌糸形 で 生 育 中の ア ク チ ン 鷹 粒 と 微 細 繊維 の 蛍光 頗 微 鏡 写 真
で
､ ア ク チ ン 照 粒は細胞 壁 合 成部分 (菌糸 先端 や 隔壁) に 局 在
し
､ 微細繊維が ア クチ ン 頼粒を 支 えて い る 様子 が 観察で き るD
E5)* レンジ色に光つ て い るものは何ですか ?
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E】ア クチン 馳 と微細繊 - どんな役割をして い ますか?
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があります. こ の部分に細胞壁を作る材料と道具を集める役割
を果たして いますo この こ とで ､ 決ま つた形に作り上げられま
すo さ らに作 っ て い る最中にその部分が壊れないようにし劉ナ
ればなりません . こ の大事な役割をアクチン帯粒と微細繊維が
して いると考えられます｡
E5]志望喜詰よ言
､ アクチン 眺 と微細 伽 の 役割を確か
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る薬剤を使いましたが､ 菌糸形を保つ た ままで した ｡ と こ ろが､
微細繊維をパラ パラにする薬を使うと菌糸形から酵母形に変化
しました o これで御細繊維が菌糸形を保 つ ために必要だと分か
りました｡
カビの肯
E5)どうして 同じ菌で 3種類の中身が見える の ですか ?
E6]誓書:㌍芸芸≡琵p3S完芸害≡≡…三言孟≡警芸芋誓言喜
だけを色の付いたフ イ)L'夕-を通して観雲することがで きる の
で ､ それぞれ の写真を撮れば3種類の違 つ た構造物が同一の菌
体の中で観察で きますo
E5]=形性真 - は何で すか?
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ンス で ､ 通常の培地 で は酵母形､ 感染部位や血清などを含む培
地では菌糸形と2種類の形態を示す二 形性真菌の一つ で す.
力 ン ジグ ･ ア ル ピ力 ン ス は ､ 培養の時に培地の pHを酸性に
変えると菌糸形から酵母形の生育に変換します｡ こ の 時の 微小
管とア クチ ン頂粒､ 微細締結を観察したの が図3 ですo こ の図
で は微小管には変化がなく ､ ア クチ ンが集 っ て形成される微細
繊維が観禁され{j:くなリ ､ アクチ ン頼粒が先端成長部分で の局
在性が失われて い る こ とから､ 微細繊維が菌糸形絶持に重要な
役割を果たして いる こ とがわかリます. そ こ で微細繊維の重合
を阻止すれば病原性を押さえ込むこ とができ る と考えて います｡
(真菌資源開発分野 横山耕治)
●情報誌 (平成1 5年度研究員等の採用)
○ 研究生として ､ 系統 ･ 化学分野に高橋容子 (きさらブ
皮膚科､ ,W 続)を採用D
O 科学技術振興研 究員として ､ 系統 ･ 化学分野に遠藤
成朗 (継続)､ 渡辺 哲(4月より)､ 高分子ざ副生分野
に影山亜紀子(継続)､ 勝 正和 (4 月より) を採用
○ 研究機関研究員として ､ 真歯糞源開発分野に近森 稽
(継続)､ 機能形態分野にヴイル 卜ウ夕ゾ エ リック
(継続) を採用
○ 科学技術振興研 究補助員として ､ 系統 ･ 化学分野に
井上京子 (継続)､ 機能形態分野に小島干夏 (5月よ
リ)､ 真菌感染分野に佐藤綾香 (5 月より)､ 真菌資源
開発分野に信望綾香 (継続) 松EE]千恵子 (8 月まで)
と堀江幸恵 (1 1月よU) を採用
○ 研究支援推進員 として機能形態分野に浜 和世 (継
続)､ 高分子活性分野に谷口舞美 (10月よリ) を採用
○ 学術研究支援員と して ､ 高分子活性分野に岡 奈猪
(継続)､ 長沢奈央子 (9月よリ) を採用
: 図 3 p Hの 変 化 に 伴 う菌糸形 か ら酵母 形 に 変 換 中の カ ン ジ ダ ･ ア 〟
ピカ ン ス 細胞 の 蛍光顕微鏡写異
千葉大学真南医学研究センタ ー
〒2 6 0-8 6 73 千葉県干葉市中央区亥鼻1丁目8香1号
T E L04 3(2 2 2)7 1 7 1(代表) F A X 0 4 3(2 2 6)2 4 8 6
○ 受託研究員として ､ 系統 ･ 化学分野に小森隆嗣 (藤沢
薬[)E=1]工業株式会社､ 継続) 採用
○ 民間等共同研究員として ､ 高分子活性分野に粟 真人
(第一製薬株式会社､ 5月より)､ 坂田俊也 (株式会社
ツムラ ､ 5 月より) と谷山光恵 (株式会社ツ ム ラ､ 5
月より) 採用
●お知らせ
平成1 6年の病原真菌の菌学の取リ扱いおよび同定法に
つ いて の病原真菌の講習会は平成16年7 月2 7- 30日
に予定していますが､ そ の実内はホ ー ム ペ ー ジに掲載
する予定です o セ ン タ - の 教員やアル/てイ卜の募集に
関する事項もホーム ページに掲載しますので ､ ご覧く
ださい o
当セ ン ターのホーム ぺ - ジ を更新しましたo
(http://w w w.pf. chiba-u. a c.+p)
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